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2023年度の
健康保険料率を改定します

2023年度の保険料率
※負担割合は被保険者と事業主で折半

※健康保険料率は低い水準にとどまります
全国の健保組合の健康保険料率は平均で 92.6 ／
1000（2022 年度）であり、それと比較すると、
当健保組合の健康保険料率（80.0 ／ 1000）
が低い水準であるかがわかります。

変更なし
21.0 ／ 1000

介護保険料率

健康保険料率
71.5 ／ 1000

80.0 ／ 1000

　当健保組合では、2019 年度以降段階的な健康保険料
率の引き上げを予定していましたが、財政状況等につい
て検討を行いながら、現行の 71.5 ／ 1000 に据置いて
きました。これまでは別途積立金を取り崩して繰り入れ
てきましたが、別途積立金は年々減少しており、数年の
うちに予算を編成できなくなる状況にあります。
　財政状況や今後の見通し等について検討を重ねた結
果、2023 年度の健康保険料率につきましては、80.0 ／
1000 に改定することとし、2 月 9 日の第 176 回組合会
において承認されましたので、お知らせいたします。み
なさまのご理解・ご協力をお願いいたします。
　なお、介護保険料率は当面現状維持を予定しています。

現　行 　500,000 × 35.75 ／ 1000 ＝ 17,875 円　（1カ月の保険料）

　　　　　　　　　　　　　　　　⬇　

改定後 　500,000 × 40.00 ／ 1000 ＝ 20,000 円　（1カ月の保険料）

1カ月2,125円の UP です。
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●IBM健保財政の推移と見通し

改定後の
健康保険料

（例）

例えば、標準報酬月額が第 30 級、50 万円だとすると、被保険者が負担する保険料は
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